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	抗原情報
	背景
	骨髄単球由来細胞の推定接着分子であり、シアリン酸依存性の細胞結合を媒介する。α-2,6結合シアリン酸に優先的に結合します。シアリン酸結合免疫グロブリン様レクチン（Siglec）は、細胞間相互作用の媒介および免疫細胞の休止状態の維持に役割を果たします（PubMed:10611343、PubMed:15597323、PubMed:11320212）。α-2,3結合シアリン酸含有グリカン、およびより強くα-2,6結合シアリン酸含有グリカンを優先的に認識し、結合します（PubMed:7718872）。 C1qやシアリル化糖タンパク質などのリガンドがCD33細胞質末端に存在する2つの免疫受容体チロシン阻害モチーフ（ITIM）は、LCKなどのSrc様キナーゼによってリン酸化される（PubMed:28325905, PubMed:10887109）。これらのリン酸化は、タンパク質チロシンホスファターゼPTPN6/SHP-1およびPTPN11/SHP-2のリクルートメントと活性化のためのドッキング部位となる（PubMed:10556798, PubMed:10206955, PubMed:10887109）。これらのホスファターゼは、シグナル伝達分子の脱リン酸化を介して下流経路を制御する（PubMed:10206955, PubMed:10887109）。 CD33 の単球活性化に対する抑制効果の 1 つには、ホスホイノシチド 3 キナーゼ / PI3K が必要です (PubMed:15597323)。
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	THP1 細胞溶解物中の CD33 発現のウェスタンブロット分析。

